
特例（改良型救命いかだ等） ①

一定の水温を下回る時期に運航しない船舶については、改良型救命いかだ等の積み付けは不要

※船舶検査証書に、限定条件を付すことを想定

（ケーススタディ）

海域名称 20℃未満

種子島・屋久島沿岸 1/30～3/8

1

20℃未満となるのは、1/30～3/8の間
⇒この間運航しなければ、その他の期間、改良型救命いか
だ等の積付けは不要。
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種子島・屋久島沿岸

30年平均 20℃

特例①～⑤を組み合わせることも可能

種子島・屋久島沿岸

※パブリックコメント等を受けて、特例の追加について検討中



特例（改良型救命いかだ等） ②

対象船舶の航行時に伴走船※を伴う場合は、改良型救命いかだ等の積み付けは不要。

※伴走対象の旅客船の最大搭載人員を旅客として搭載できる船舶（複数隻での合計可）に限る。

※船舶検査証書に、限定条件を付すことを想定

20℃未満となるのは、10/29～6/17の間
⇒伴走船があれば、改良型救命いかだ等の積付けは不要。
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（ケーススタディ）

※ 新潟県下越沿岸の例

海域名称 10℃未満 15℃未満 20℃未満

下越沿岸 2/19～4/1 12/16～5/18 10/29～6/17

佐渡沿岸 3/3～3/28 12/17～5/19 10/29～6/20

営業船舶

伴走船
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20℃ 15℃ 10℃ 30年平均
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20℃ 15℃ 10℃ 30年平均

最低水温によらず適用可。

特例①～⑤を組み合わせることも可能

※伴走船として利用する場合、旅客の搭載は不可

※パブリックコメント等を受けて、特例の追加について検討中



特例（改良型救命いかだ等） ③

打ち込んだ海水が船内に浸水しないよう措置された水密の全通甲板を有する船舶

※甲板上の閉鎖装置を閉めた状態で甲板及び閉鎖装置に射水し船内に漏れないことが確認された船舶

（ケーススタディ）

最低水温が１５℃以上２０℃未満のものに限る。

※全通水密甲板を有する船舶のイメージ
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海域名称 15℃未満 20℃未満

五島灘 該当なし 12/3～5/25

全通水密甲板
（暴露部）
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五島灘

20℃ 15℃ 30年平均

特例①～⑤を組み合わせることも可能

五島灘

※パブリックコメント等を受けて、特例の追加について検討中



特例（改良型救命いかだ等） ④

航行する区域が母港に近いもの（母港から５海里以内）

※船舶検査証書に、限定条件を付すことを想定

（ケーススタディ）

最低水温が１５℃以上２０℃未満のものに限る。

4

５海里

海域名称 15℃以上20℃未満

伊豆諸島北部
沿岸

12/7～5/16

駿河湾 11/30～5/19

特例①～⑤を組み合わせることも可能

駿河湾

伊豆諸島
北部沿岸

※パブリックコメント等を受けて、特例の追加について検討中



迅速に救助開始可能な救助船を配備している船舶

※事故通報後30分以内に現場到着が可能なものかつ救助船が対象船舶の最大搭載人員を旅客とし

て搭載できる船舶（複数隻での合計可）に限る。

（ケーススタディ）

最低水温が１５℃以上２０℃未満のものに限る。

特例（改良型救命いかだ等） ⑤

海域名称 15℃未満 20℃未満

千葉県南部沿岸 該当なし 12/8～5/19
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千葉県南部沿岸

20℃ 15℃ 30年平均

特例①～⑤を組み合わせることも可能

千葉県南部
沿岸

※救助船として利用する場合、旅客の搭載は不可

※パブリックコメント等を受けて、特例の追加について検討中
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